
文
芸
ひ
ろ
ば

詠
歌
の
紹
介

投
稿
作
品

盆
の
墓
処
・
死
者
ら
集
ひ
て
楽
し
ま
む
供
華
も
唱
ふ
や
闇
に
ゆ
ら
ひ
で	

的
場
登
志
子

花
々
の
残
し
て
逝
き
し
季と

き節
の
香
を
記
憶
に
止
め
一
夏
迎
う
る	

沽
野
は
つ
子

武
骨
な
天
の
最
大
級
の
贈
り
物
真
白
き
芙
蓉
楚
楚
と
し
て
咲
く	

菅

谷

咊

子

緑
濃
き
山
肌
白
き
雨
雲
を
静
か
に
眺
む
朝
明
け
の
刻と

き	

石

塚

清

吹ふ

き
出い

で
る
汗あ

せ

に
一ひ

と
い
き

息
朝
の
露つ

ゆ	

吉

田

正

道

母
の
語
尾
子
を
故
郷
へ
走
ら
せ
る	

や
ま
ぐ
ち
い
さ
む

旅
み
や
げ
風
鈴
の
音ね

に
い
や
さ
れ
て	

扶

美

世

千
代
田
俳
句
同
好
会

12かすみがうら

出
島
短
歌
会

風
に
揺
る
る
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
花
満
つ
る
音
の
世
界
に
ひ
と
時
遊
ぶ	

飯
島
ヒ
ロ
エ

「
マ
マ
」と
呼
ぶ
声
の
と
だ
え
て
三
ヶ
月
過
ぐ
孫
達
は
い
ま
ス
マ
ホ
に
夢
中	
名

倉

子

ゆ
う
ぐ
れ
の
メ
コ
ン
の
流
れ
に
身
を
任
せ
家
族
ひ
し
め
く
水
上
の
舟	

岡

田

恭

子

思
ひ
出
す
幼
い
頃
の
孫
達
が
楽
し
く
集
ふ
祇
園
の
祭
り	

小

室

貞

江

わ
た
し
よ
り
切
り
離
さ
れ
し
思
い
出
が
春
に
浮
か
れ
て
花
い
ち
も
ん
め	

浜

田

留

子

▼投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集しています。 9月4日金までに情報広報課（〒300-0192　大和田562番地）へお願いします。

花
崗
岩
と
市
内
の
石
造
文
化
財

（
石
造
五
輪
塔
）

か
す
み
が
う
ら
市
に
は
、
多
く
の
石
造
文

化
財
が
見
ら
れ
ま
す
。
今
回
は「
ジ
オ
」の
視

点
か
ら
石
造
物
の
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

筑
波
山
系
の
山
か
ら
産
出
す
る
石
に
は
、

大
き
く
分
け
て
班
レ
イ
岩
、
花
崗
岩
、
変
成

岩
が
あ
り
ま
す
。
茨
城
の
花
崗
岩
帯
は
、
関

東
で
唯
一
の
花
崗
岩
帯
で
、
市
内
の
志
筑
、
佐

谷
、
山
本
の
あ
た
り
で
は
両
雲
母
花
崗
岩
が

産
出
さ
れ
ま
す
。
当
市
を
は
じ
め
筑
波
山
周

辺
で
石
材
産
業
が
発
達
し
た
の
は　

鎌
倉
時
代

に
真
言
律
宗
を
東
国
へ
布
教
す
る
た
め
に
常

陸
入
り
し
た
、
奈
良
の
西
大
寺
僧
の
忍
性
に

よ
る
影
響
が
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
忍
性
は
、
花
崗
岩
を
加
工
す
る
こ
と
を

得
意
と
し
た
石
工
を
引
き
連
れ
て
き
て
、
筑
波

山
系
の
石
材
を
用
い
、
五
輪
塔
を
は
じ
め
と

し
た
宗
教
的
な
石
造
物
を
数
多
く
造
り
ま
し

た
。
五
輪
塔
の
五
輪
と
は
、
仏
教
の
思
想
で
、

宇
宙
を
構
成
し
て
い
る
と
す
る
５
つ
の
要
素

（
地
・
水
・
火
・
風
・
空
）を
五
大
・
五
輪
と
い

い
、
ま
た
人
間
の
五
体
を
表
し
て
い
ま
す
。
五

輪
塔
の
起
源
は
、
６
～
７
世
紀
頃
に
イ
ン
ド
で

成
立
し
た
思
想
が
中
国
で
形
に
な
り
、
こ
れ
ら

に
影
響
を
受
け
て
日
本
で
も
９
世
紀
半
ば
以

降
、
塔
と
し
て
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
学
芸
員
が
語
る　　　　　　
シ
リ
ー
ズ
❺

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
豆
知
識

鎌
倉
時
代
に
活
発
な
利
用
が
始
ま
っ
た
花
崗

岩
は
、
明
治
期
の
鉄
道
開
通
に
よ
っ
て
運
搬
手

段
を
得
て
、
東
京
の
近
代
建
築
物
や
橋
な
ど
、

日
本
近
代
化
で
の
社
会
資
本
整
備
に
数
多
く

使
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
の
特

徴
と
魅
力
は
、
①
石
・
粘
土
・
砂
鉄
を
原
料

と
し
た
諸
工
業
、
土
壌
が
育
む
農
産
物
、
水

産
物
な
ど
豊
富
な
自
然
の
恵
み
②
気
候
・
風

土
・
立
地
条
件
に
人
類
の
営
み
が
加
わ
り
、

数
多
く
の
産
業
が
生
ま
れ
、
発
展
し
た
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
大
地
か
ら
地
域

資
源
を
掘
り
起
こ
し
・
保
護
保
全
・
ふ
る
さ
と

教
育
・
観
光
か
ら
地
域
活
性
化
に
繋
が
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

次
回
は「
雪
入
り
ふ
れ
あ
い
の
里
公
園
」に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。（
深
井　

征
一
郎
）

問 

郷
土
資
料
館 ☎

０
２
９
（
８
９
６
）
０
０
１
７↑市指定文化財の石造五輪塔（中志筑）
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紅
蓮
の
か
た
ま
り
咲
い
て
水
の
音	

飯

沼

礼

子

燕
の
子
大
き
く
育
て
長
屋
門	

大

西

周

う
す
日
さ
す
水
の
音
し
て
古
代
蓮	

加

藤

貞

江

万
緑
を
抜
き
出
て
真
紅
獅
子
頭	

熊

沢

鉄

雄

炎
天
を
来
て
永
別
の
列
に
就
く	

小
松
崎
正
生

青見

紫
陽
花
俳
句
会

お
遣
ひ
や
峰
雲
仰
ぎ
足
早
に	

飯

田

功

捩
花
の
ね
ぢ
り
通
し
て
ピ
ン
ク
色	

久
保
庭
悦
子

も
く
も
く
と
波
涛
に
湧
く
や
雲
の
峰	

田

能

幸

雄

サ
ー
フ
ァ
ー
に
一
瞬
北
斉
の
波	

萩
原
と
し
子

対
岸
に
大
仏
鎮
座
雲
の
峰	

福

田

宏

通

夏休み期間中、 子どもたちの夏休みの宿題に役立つ各種講座が開かれました。

◆ ｢ 夏休み絵画教室 ｣ （あじさい館）では、 講師の先生から下書きや水彩絵の具での色塗

りのアドバイスを受け、 頑張って素晴らしい絵を描きあげました。

◆ 「書道講座」 （千代田公民館）では、 講師の先生のお手本を見ながら真剣な表情で何

度も練習。 時間一杯がんばって、 お気に入りの一枚を書き上げました。

◆ 「夏休み発明工夫教室」 （あじさい館）では、 講師の先生のアドバイスをヒントに、 参加者

それぞれの発想で、 日常生活で便利に使えそうなユニークな作品を考案しました。

講座に参加して早めに宿題を終えたであろう子供たち。 きっと充実した夏休みを過ごした

のでしょうね。

　夏休み絵画教室　in　あじさい館　　（7月 26 日）

　書 道 講 座　in　千代田公民館　　（7月 25日、8月 1日）

　夏休み発明工夫教室　in　あじさい館　　（8月 2日、9日）

夏休みの宿題　お役立ち講座
Camera Report

Useful course for summer homework 


